
○島根県附属機関等の設置及び構成員の選任等に関する条例 

平成15年３月11日 

島根県条例第42号 

 

島根県附属機関等の設置及び構成員の選任等に関する条例をここに公布する。 

島根県附属機関等の設置及び構成員の選任等に関する条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、法令又は他の条例に定めるもののほか、地方自治法（昭和22年法律

第67号）第138条の４第３項に規定する附属機関（以下「附属機関」という。）及びこ

れに類するもの（以下これらを「附属機関等」という。）の設置及び構成員の選任等に

関し基本となる事項を定めることにより、適正な行政運営の確保と県民の県政への一層

の参加の促進を図ることを目的とする。 

（設置に当たっての配慮） 

第２条 知事その他の執行機関（以下「執行機関」という。）は、法令に定めがある場合

を除くほか、附属機関等を設置するに当たっては、総合的かつ効果的な行政の実現を図

るため、その設置の必要性に特に配慮するものとする。 

（構成員の男女の均等な登用） 

第３条 執行機関は、附属機関等を組織する委員その他の構成員（以下「構成員」とい

う。）の男女の均等な登用を推進するため、法令又は他の条例に特別の定めがある場合

を除き、男女のいずれか一方の構成員の数が、構成員の総数の10分の４未満とならない

ように努めるものとする。 

（構成員の公募による選任） 

第４条 執行機関は、附属機関等が担任する事務を勘案し、必要に応じて構成員の公募を

行い、その応募者のうちから構成員を選任するよう努めるものとする。 

（同一人が就任できる附属機関の数） 

第５条 執行機関は、同一人が附属機関を組織する委員その他の構成員に就任する附属機

関の数を、すべての附属機関を通じて４以内とするよう努めるものとする。 

（設置及び運営の見直し） 

第６条 第２条から前条までに定めるもののほか、執行機関は、第１条の目的を達成する

ため、必要に応じて附属機関等の設置及び構成員の選任その他運営に関し見直しを行う

ものとする。 

（施行の状況の報告） 

第７条 知事は、毎年度、各執行機関における附属機関に関するこの条例の施行の状況を

取りまとめ、議会に報告するものとする。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、執行機関が別に定める。 

 

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ この条例の施行の際、現に就任している構成員については、当該構成員の任期が満了

するまでは、この条例の規定は適用しない。 


